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短期留学生 20 27 33 32 56 46 52 49 68 92
国費留学生 140 138 141 130 120 92 99 78 72 78
留学生総数 547 539 566 585 611 627 572 510 474 465
 （各年度５月１日時点のデータ）
－ 82 －
















































































































































１ 初級１ 日本語１A 初級会話（１） 読み書き１


























































































































































































































































内丸 裕佳子・坂野 永理・森岡 明美
とで授業の運営については試行錯誤することも多く，授業内容の検討も必要である。
前期は，新規開講した科目に関する授業実践報告会および勉強会を実施し，教員間で
情報を共有しながら今後の改善点を明確にするよう取り組んできた。後期にも同様の
報告会・勉強会を開催し，改善を続けていきたい。
　2013年度後期にも前期と同様のアンケート調査を行う予定である。2013年度前期と後期のアン
ケート調査の結果は稿を改めて報告するつもりである。今後もカリキュラムの改善を重ねながら，
より一層魅力ある日本語コースの整備を進めていきたい。
注
（１）  全学日本語コースではクラス人数に余裕がある場合に限り，外国人研究員にも日本語授
業の聴講を認めている。学部留学生（岡山大学で学位を取得する学生）を対象とした日
本語教育は全学日本語コースとは異なるものであり，教養教育の外国語科目として行わ
れている。
（２）  日韓共同理工系学部留学生事業とは，1998年の日韓共同宣言に基づき創設され，2000年
から開始されたもので，韓国の高校を卒業した韓国人学生を選抜して日本の国立大学の
理工系学部へ毎年100名ほど招致し，日本の大学の学部生として４年間学ばせるという事
業である。選抜された学生は３月から８月まで韓国で予備教育を受けた後 10月に来日し，
入学予定の各大学で半年間予備教育を受け，翌年４月から正規学部生として学ぶ。岡山
大学では国際センターが予備教育期間中の当事業の学生を受け入れ，言語教育センター
が日本語教育を担当している。
（３）  グローバル人材育成特別コースとは，2013年４月から実施されているカリキュラムで，全
学部の新入生から優秀な学生を50名選抜し，実践的な英語力とコミュニケーション力を
鍛え，グローバルに活躍できる人材を育成することを目的としている。このコースの学
生は海外留学が義務づけられており，岡山大学の学生を海外へ留学させるのに伴い，海
外交流協定校から迎え入れる短期留学生も増えることが予測される。
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